
令和元年度 第２回 

熊谷市地域公共交通会議 次第 

 

令和２年２月１９日（水）  

午後１時３０分～ 

熊谷市役所６階 ６０３会議室 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 題 

（１） 試験運行等の結果について 

① 朝日自動車㈱路線バスへの「くまぴあ」バス停の試験設置

について 

② ゆうゆうバス「くまぴあ号」の試験運行について 

③ 朝日自動車㈱路線バス「大幡中学校北」バス停の新設につ

いて 

（２） 深谷観光バス㈱ 籠原駅～深谷日赤病院線  

新規路線バスの運行について 

（３） ゆうゆうバスさくら号「上川原集会所」バス停の試験設置

及びその他バス停の設置について 

（４） 熊谷市バスマップについて 

（５） ほたる号の事業評価について 

 

 ４ その他 

   ・熊谷駅正面口バスロータリーについて 

   ・バス停留所の安全性確保対策について 

 

５ 閉 会 



熊谷市地域公共交通会議　名簿 令和２年２月現在

役　職 所　属 氏　名 選出基準

1 会　長 熊谷市 副市長　 長谷川　泉 副市長

2 委　員 熊谷商工会議所 会頭 大久保　和政 住民の代表

3 委　員 朝日自動車株式会社 常務取締役 栗原　夏樹
一般乗合旅客自動車運送事
業者

4 委　員 国際十王交通株式会社 取締役営業部長 小熊　和久
一般乗合旅客自動車運送事
業者

5 委　員 株式会社協同バス 代表取締役社長 鈴木　貴大
一般乗合旅客自動車運送事
業者

6 委　員 北斗交通株式会社 代表取締役 山崎　　博
一般乗合旅客自動車運送事
業者

7 委　員 熊谷地区構内営業タクシー協議会 会長 柿沼　伸幸
一般乗用自動車運送事業者
が組織する団体

8 委　員 一般社団法人　埼玉県バス協会 専務理事 鶴岡　　洋
一般乗合旅客自動車運送事
業者が組織する団体

9 委　員 一般社団法人　埼玉県乗用自動車協会 専務理事 高原　　昭
一般乗用自動車運送事業者
が組織する団体

10 委　員 連合埼玉　熊谷・深谷・寄居地域協議会 事務局長 新井　晃一
一般旅客自動車運送事業者の事業用自
動車の運転者が組織する団体

11 委　員 熊谷地域 代表 藤野　和夫
住民の代表
籠原地区連合自治会長

12 委　員 大里地域 代表 岡田　哲夫
住民の代表
前大里自治会連合会会長

13 委　員 妻沼地域 代表 小林　芳雄 住民の代表

14 委　員 江南地域 代表 橋本　弘
住民の代表
江南自治会連合会会長

15 委　員 くまがや市商工会 理事 鴫原　壽子 住民の代表

16 委　員 社会福祉法人 熊谷市社会福祉協議会 参事兼熊谷支所長 渡辺　祐一 住民の代表

17 委　員 くまがや共同参画を進める会 理事 栗原　和江 住民の代表

18 委　員 関東運輸局埼玉運輸支局
首席運輸企画専
門官（輸送担当） 青木　宏之

運輸局長運輸支局長又はそ
の指名する者

19 委　員 関東地方整備局大宮国道事務所 副所長 鹿島　秀昭 道路管理者（国道）

20 委　員 熊谷警察署 交通課長 長谷川　国夫
熊谷警察署長又はその指名す
る者

21 委　員 埼玉県企画財政部交通政策課 主査 松本　みどり
県企画財政部交通政策課長
又はその指名する者

22 委　員 埼玉県熊谷県土整備事務所 管理担当課長 高橋　貴和 道路管理者（県道）

23 委　員 熊谷市建設部管理課 課長 森田　和弥 道路管理者（市道）

24 委　員 立正大学地球環境科学部地理学科 専任講師 山田　淳一 学識経験者

25 委　員 東日本旅客鉄道株式会社　高崎支社 企画室長 吉住　浩史
その他の交通会議が必要と認
める者

26 委　員 秩父鉄道株式会社 運輸部長 関口　恒男
その他の交通会議が必要と認
める者

27 委　員 熊谷市 総合政策部長 持田　浩一
その他の交通会議が必要と認
める者

28 委　員 行田市 総合政策部長 畔上　兼彰
その他の交通会議が必要と認
める者

29 委　員 吉見町 政策財政課長 小林　啓三
その他の交通会議が必要と認
める者



朝日自動車(株) 路線バスに 

「くまぴあ」バス停を試験設置します 
熊谷西環状線の開通を契機として、「くまぴあ」へのアクセス向上と需要把握のため、路線バス

に「くまぴあ」バス停を試験設置します。今後の検討の資料となりますので、ご利用をお願いいた

します。 

1. 期間： 7 月 1 日（月）～9 月 30 日（月） 

2. 対象：朝日自動車(株) 熊谷駅～バイパス経由～妻沼 路線バスの一部 

3. その他： 
・時刻表は裏面にあります。・下記のとおり路線の変更もあります。 
・くまぴあバス停以外の路線変更は、試験設置後も継続します。 
・引き続き 10 月 1 日から 12 月 31 日まで、ゆうゆうバスによる試験運行も予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷市役所企画課 ☎048-524-1111（内線 215） 

 

（１）試験運行等の結果について 
①朝日自動車㈱路線バスへの「くまぴあ」 
バス停の試験設置について 



時 刻 表 

 

 

・「くま」印がくまぴあ経由、「工」印は妻沼西部工業団地経由です。 



乗降人数集計表
朝日自動車㈱太田営業所

2019年 2019年 2019年

７月 ８月 9月

７月 曜日 天気 乗 降 合計 曜日 天気 乗 降 合計 曜日 天気 乗 降 合計

1 月 雨／曇 35 35 70 1 木 晴 4 5 9 1 日 曇 5 9 14

2 火 雨／曇 12 11 23 2 金 晴 30 51 81 2 月 晴 3 15 18

3 水 曇／雨 4 5 9 3 土 晴 3 8 11 3 火 曇 4 7 11

4 木 雨／曇 8 8 16 4 日 晴 16 19 35 4 水 曇 7 29 36

5 金 曇 5 7 12 5 月 晴 48 31 79 5 木 曇 20 7 27

6 土 曇 14 9 23 6 火 晴 48 32 80 6 金 晴 2 2 4

7 日 曇 9 7 16 7 水 晴 15 10 25 7 土 晴 2 1 3

8 月 曇 4 6 10 8 木 晴 5 20 25 8 日 曇／雨 6 7 13

9 火 曇 0 5 5 9 金 晴 44 43 87 9 月 曇／晴 33 16 49

10 水 曇 1 7 8 10 土 曇 88 79 167 10 火 晴 2 4 6

11 木 曇 3 7 10 11 日 曇 1 16 17 11 水 晴 28 25 53

12 金 雨／曇 8 9 17 12 月 晴 36 15 51 12 木 晴 3 4 7

13 土 雨／曇 2 22 24 13 火 晴 0 2 2 13 金 曇 4 9 13

14 日 雨／曇 22 52 74 14 水 曇/雨 2 0 2 14 土 曇 6 1 7

15 月 雨／曇 22 3 25 15 木 曇/雨 37 49 86 15 日 晴 4 10 14

16 火 雨／曇 6 5 11 16 金 雨/曇 16 48 64 16 月 雨／曇 11 30 41

17 水 雨／曇 2 3 5 17 土 晴 9 6 15 17 火 晴 0 5 5

18 木 雨／曇 13 10 23 18 日 晴 14 5 19 18 水 曇／雨 2 2 4

19 金 曇 3 6 9 19 月 曇/雨 7 24 31 19 木 曇 2 4 6

20 土 曇 8 5 13 20 火 晴 33 34 67 20 金 晴 1 6 7

21 日 曇 19 8 27 21 水 曇 1 2 3 21 土 雨／曇 3 3 6

22 月 曇／雨 9 3 12 22 木 曇/雨 12 11 23 22 日 晴 2 3 5

23 火 晴 5 5 10 23 金 雨/曇 63 83 146 23 月 曇／晴 1 11 12

24 水 曇 10 12 22 24 土 晴 0 7 7 24 火 晴 2 5 7

25 木 曇 38 17 55 25 日 曇 4 10 14 25 水 晴 5 11 16

26 金 曇 33 33 66 26 月 曇 80 111 191 26 木 晴 5 2 7

27 土 曇／雨 2 2 4 27 火 曇 34 83 117 27 金 晴 4 5 9

28 日 雨／曇 6 6 12 28 水 雨/曇 50 34 84 28 土 晴 4 2 6

29 月 晴 44 21 65 29 木 晴 9 12 21 29 日 晴 0 0 0

30 火 晴 10 8 18 30 金 曇/雨 6 5 11 30 月 晴 4 10 14

31 水 晴 5 3 8 31 土 曇 8 9 17 0

362 340 702 723 864 1,587 175 245 420

2,7093か月計

くまぴあ停留所

合計

くまぴあ　停留所

合計

くまぴあ停留所

合計



「くまぴあ」バス停の試験設置のアンケート結果について 

 

1 アンケートについて 

調査方法：当該路線バス車内にはがきを据え置き、郵送回収。 

調査日：試験運行期間に同じ 

回収状況：７５通 

参考：はがきの写し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①ほぼ
毎日
60%②週2

～3回
程度
12%

③週1
回程度
15%

④月1
回程度
11%

⑤ほと
んど使
用しな

い
2%

２利用頻度

①ほぼ
毎日利
用した

い
31%

②週に
数回利
用した

い
4%

③月に
数回利
用した

い
16%

④利用
しない
49%

４利用意向

2 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 方針（案） 

 黒字化の見込みが立たないため、事業化は見送る。 

①20歳
未満
4%

②20～
30歳代

12%

③40～
50歳代

50%

④60～
70歳代

28%

⑤80歳
以上
6%

１年齢

①くまぴあ
利用
15%

②くま
ぴあ周
辺来訪

7%

③それ
以外
78%

３目的



ゆうゆうバス  

「くまぴあ号」を試験運行します 
高齢ドライバーの免許返納への対応や、「くまぴあ」へのアクセス向上のため、ゆうゆうバスの

新ルート「くまぴあ号」を試験運行します。今後の事業化検討のための資料となりますので、ご利

用をお願いいたします。 

1. 期間： １０月 1 日（火）～１２月 3１日（火） 

2. 運行ルート：裏面のとおり（熊谷駅東口～市役所～総合病院～大幡～くまぴあ～奈良～玉井～

別府～籠原駅北口） 

3. 運賃：1 回 100 円、ほかゆうゆうバスに同じ 

 

時 刻 表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷市役所企画課 ☎048-524-1111（内線 215） 

（１）試験運行等の結果について 
②ゆうゆうバス「くまぴあ号」の試験運行 
について 



 



「くまぴあ号」試験運行結果について 

1 試験運行の結果について 

① 乗車人数 

  乗車数 1 日当たり 

10 月 １，３６０人 ４６．９人 

11 月 １，１３７人 ３７．９人 

12 月 １，３５８人 ４３．８人 

合計 ３，８５５人 ４２．８人 

（参考）Ｈ３０ゆうゆうバス 

１月平均（ひまわり号除き） 
２，１１２人 ７０．０人 

※ ゆうゆうバスの便数：１０便、くまぴあ号：７便 

７割の便数で、６割程度の乗車となった。 

② バス停毎 
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２ アンケートについて 

調査方法：くまぴあ号バス車内ではがきを配布、郵送回収。 

調査日：試験運行期間に同じ 

回収状況：４４４通 

参考：はがきの写し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 調査結果 

  

６０歳以上の高齢者が、 

８０％以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‘④の富士見、肥塚地区が多い。

（特に雀宮団地） 

その他、 

‘①別府・玉井、 

③大幡・柿沼、 

②奈良 

の順になっている。 

 

 

 

①20歳
未満
1%

②20～
30歳代
3% ③40～
50歳代
13%

④60～
70歳代
61%

⑤80歳
以上
22%

１年齢

①別府・
玉井
23%

②奈良
10%

③大幡・
柿沼
14%

④富士
見・肥塚
44%

⑤その他
9%

２地域



 

‘①を除いた、運転免許不所持

の方が、６６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 ‘②通院と③買い物で約７割

となる。また、④くまぴあ利

用も１１％となっている。 

⑤その他の内訳は、ジム、習

い事、市役所、お試し、ファ

ンゾーン等である。 

  

 

 

 

 

 

①所持
34%

②不所持
39%

③自主返
納
23%

④その他
4%

３運転免許

①通勤・
通学
6%

②通院
35%

③買い物
34%

④くま
ぴあ
11%

⑤その他
14%

４目的



 

‘②週に数回利用したいが最

も多く、③月に数回利用した

いを加えると、全体の８７％

を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自由記述欄 

 

 ・本運行してほしい。    １０９通 

・本数を増やしてほしい。  ４８通 

 ・バス停を増やしてほしい。 

   慈恵病院    １４通 

 関東脳神経外科病院   ５通 

   ヤマダ電機付近    ３通 

 

①ほぼ毎
日利用し
たい
12%

②週に数
回利用し
たい
57%

③月に数
回利用し
たい
30%

④利用し
ない
1%

５利用意向



熊谷駅～バイパス経由～妻沼線 

「大幡中学校北」停留所新設のお知らせ 

いつも朝日バスをご利用頂きましてありがとうございます。このたび、2020 年 1 月 1 日

より「テレビ熊谷前～大原一丁目」間に「大幡中学校北」バス停留所を新設いたしますので、

ご確認の上ご利用いただきますようお願い申し上げます。 

なお、時刻表につきましては、裏面のとおりです。 

 

 

       

       

 

      

       

      

       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：朝日自動車株式会社 TEL：0276-48-3626 

（１）試験運行等の結果について 
③朝日自動車㈱路線バス「大幡中学校北」 
バス停の新設について 



 

 



（２） 深谷観光バス㈱ 籠原駅～深谷日赤病院線 新規路線バスの 

運行について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



（３）ゆうゆうバスさくら号「上川原集会所」バス停の試験設置について 

ゆうゆうバス さくら号に  

「上川原集会所」バス停を試験設置します 
地元自治会からのご要望により、ゆうゆうバス さくら号に「上川原集会所」バス停を試験設置

します。利用状況を見ながら、来年度以降、本格設置の検討を行いますので、ご利用をお願いいた

します。 

また、さくら号ご利用の皆様におかれましては、多少の所要時分の増加が見込まれますが、ご理

解ご協力をお願いいたします。 

1. 期間： 令和２年５月 1８日（月）～８月３１日（月） 

2. バス停設置個所：裏面のとおり 

3. 時刻表：下記のとおり。（「上川原集会所」バス停）以外に変更はありません。 

4. 運賃：1 回：100 円 

次の方は無料です。 

・未就学児 

・障害者手帳を所持している方及びその介助・付添人 1 人 

・運転免許を自主返納した方（無料乗車証※1 か運転経歴証明書※2 を提示） 

※1：運転免許を自主返納した方に市役所で交付 

※2：運転免許を自主返納した方に警察署で交付（有料） 

 

時 刻 表 
籠原駅→熊谷駅                 熊谷駅→籠原駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷市役所企画課 ☎048-524-1111（内線 215） 

㈱協同バス    ☎048-554-2255 



 



（４）熊谷市バスマップについて 

 

1. 作成時期：令和２年 4 月 1 日現在 

2. 配布場所：市施設に備え付け 

3. 作成枚数：市 10,000 部、立正大学 10,000 部 

4. 作成の経緯等 

路線バスとゆうゆうバスについて一覧性の高いバスマップを作

成できないか。 

・全国バスサミット in 熊谷（平成 30 年 11 月） 

・デジタル化時代の中でも、紙のバスマップは重要。 

・利用者目線での工夫。 

・ゆうゆうバス＋路線バスの案内＝乗継利用、利用促進 

・市全域を表示＋市外への移動 

・その他掲載内容 

 乗り場案内 

 民間路線バスの路線番号 

 羽田空港線 



別添１

協議会名：熊谷市地域公共交通会議

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

事業者名：
国際十王交通株式会社

運行系統名：
江南地区路線「ほたる号」
【概要】一般乗合旅客自動車運
送事業
【運行日】平成23年10月1日運
行開始。毎日運行。ただし、１
月１日から１月３日まで運休。
【運行時間帯】6：18～19：25
【運行本数】１日５．５往復
【運行ルート】江南行政ｾﾝﾀｰ～
熊谷駅南口～江南行政ｾﾝﾀｰ
～籠原駅南口～江南行政ｾﾝ
ﾀｰ
【運行車両】ノンステップバス
１台※国庫補助金「車両原価
償却費等」あり
【運賃】（１）１回の運賃　100円
（２）1日乗車券　300円（３）回数
券（11枚綴り）1,000円（４）運賃
の免除について　未就学児、障
害者手帳（３種）所持者及びそ
の介助・付添人１人、運転免許
自主返納者（無料乗車証か運
転経歴証明書の提示）

目標については、順調に達成し
ているが、更なる利用促進を行
うため、平成27年3月に策定し
た「熊谷市地域公共交通網形
成計画」に従い、平成30年10月
にルート・時刻の見直しを行っ
た。（本系統は変更なし。）

A
計画どおりに事業が開始さ
れ、順調に運行されてい
た。

A

【利用者数】
《目標》
令和元年度（Ｈ30.10.1～
R1.9.30）31,335人
1便（往復）当り15.7人

《実績》
令和元年.9月末時点
（Ｈ30.10.1からR1.9.30まで
1991便運行）
33,452人
1便当り16.8人

《考察》
平成30年9月末時点の1便
当りの乗車人数の実績が
15.7人であり、今回の実績
が16.8人であることから、1
人以上増加している。これ
は、平成30年10月にバスロ
ケーションシステムや駅の
表示機を導入したことによ
るものと考えられる。

【既に実施した利用促進策】
・「江南地区路線」の愛称、イラ
ストを公募し、新規車両の納車
に合わせ、ラッピングを施工し
た。
・江南地区の地元自治会と一
緒に周知を行い、更なる利用者
の増加に努めた。
・H27.1から利用促進策の一環
として、回数券を販売した。
・Ｈ30.10から、バスロケーション
システムの導入、熊谷駅、籠原
駅バス停への表示機設置を
行った。

【今後の改善点】
・Ｈ30.10からのルート・時刻の
見直し後の推移を見ながら、路
線の充実を図り、利用者の増
加を図る。



平成28年３月22日

令和元年度 熊谷市地域公共交通会議 （埼玉県熊谷市）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況

○協議会の開催状況 ２回開催

平成31年2月12日 第2回

・地域内フィーダー系統確保維持計
画事業評価について

令和元年5月16日 第1回

・地域内フィーダー系統確保維持計
画について

面 積 159.82ｋ㎡

人口 （H31.4.1時点） 197,243人

15歳未満 22,774人

65歳以上 56,284人

高 齢 化 率 28.5％

世 帯 数 86,619世帯

協議会開催状況

交通施策として実施した事業の全体像の概要

【ゆうゆうバス「ほたる号」（コミュニティバス） 】
事業者名：国際十王交通株式会社
運行系統：熊谷駅 ～ 江南行政センター ～ 籠原駅 22.8㎞
運休日：1月1日から3日まで
運行時間帯：6時18分～19時25分
運行本数：5.5便／日
運行車両：ノンステップバス 1輌
運賃：1回の運賃 100円

補助対象事業の概要

熊谷市江南地区の北部エリアにおいて、路線バスの廃止による公共交通不便地域が大きく存在していた。地元自治
会などから同エリアへの公共交通導入について要望があったため、熊谷市地域公共交通会議で検討を行い、導入した
路線である。

網計画の策定年月日

網形成計画の目指す概要／地域公共交通に関する施策・取組の概要

基本方針
１ 公共交通が相互に連携した利便性の高い公共交通ネットワークの再編を目指す
２ 観光振興や中心市街地活性化など、まちづくりと一体となった公共交通サービスを目指す
３ 「地域が支え、育てる」持続可能な公共交通の確立を目指す

本市域は、公共交通の主要な結節点となっている熊谷駅（上越・北陸新幹線、JR高崎線、秩父鉄道本線）やJR
高崎線の始発駅である籠原駅、秩父鉄道の6駅を有している。鉄道駅から路線バスやタクシーなどの公共交通機関も
比較的整備されており、コミュニティバスである「ゆうゆうバス」が補完する形で運行されている。

鉄道（上越・北陸新幹線、JR高崎線、秩父鉄道本線）、民間路線バス、ゆうゆうバス及びタクシー相互の連携を図り、
公共交通ネットワークの形成を図る。
①ゆうゆうバスの再編
②秩父鉄道新駅及び関連施設の整備推進



目標・効果の達成状況

定量的な目標・効果

【評価指標・目標値】
・指標①：・・・⇒目標値：ゆうゆうバス江南地区路線の利用者数を年間31,335人以上

前回の事業評価結果の反映状況

（今回の評価対象期間において、前回の事業評価結果をどのように生活交通ネットワーク計画に反映
させた上で事業を実施したのかを記載してください。）

今後の改善点

・H30.10からのルート・時刻の見直し後の推
進を見ながら、路線の充実を図り、利用者の
増加を図る。

アピールポイント

・路線の愛称（ほたる号）、イラストを公募し、新
規車両の納車に合わせ、ラッピングを施工した。
・江南地区の地元自治会と一緒に周知を行い、
更なる利用者の増加に努めた。
・H27.1から利用促進策の一環として、回数券を
販売した。
・H30.10からバスロケーションシステムの導入、
熊谷駅、籠原駅バス停への表示機の設置を行っ
た。

【目標を達成できた要因（分析）】
・…H30.10のルート・時刻の見直しやバスロケーションシステムの導入を行い複合的に利便性
の向上を図った。
H31.2.市南部地域の公共交通の満足度調査では、昨年の32.8％から40.3％へ向上している。

【当該指標・目標値を設定した理由】
・計画では、公共交通に満足している市民の割合を目標としており、利用者数の増加が満足度の向上
につながると考えられるため。

【効果】
・…利用者数の増加が満足度の向上につながる。

【指標①】 実績：… 令和元年.9月末時点 （Ｈ30.10.1からR1.9.30まで1991便運行）
年間利用者数：33,452人 1便当り16.8人

【効果】
・…市南部地域の人口は減少しているものの、利用者数は増加し利便性の向上が満足度の
上昇につながったものと考える。



熊谷駅正面口バスロータリーについて 

 

バス停に送迎の一般車両が停車 

 
 



1. 国際十王交通㈱様による看板設置 

  

 

 

 

 

 

  

 ← 参考：市設置のもの 

 

 

 

 

 

 

 

2. バス走行環境改善要望説明会 

① 日時：令和元年１１月１９日（火） 

② 場所：埼玉県県民健康センター 

③ 参加者 

主催者：埼玉県交通政策課、埼玉県バス協会 

参加者：バス事業者、埼玉運輸支局、埼玉県警、道路管理者（県

道・市道）他 


